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沖縄におけるバレイショ採種 (い も)に関する研究

第一報 男爵自給種い もの生産性について

山城松善冬 ･ 野島武盛柵 ･ 比嘉正 一 綿 を

緒 言

押掛こおけるバVイVヨ栽掛ま1905年頃から行なわ

孤,叔峨葡萄紬>'いちじるしく拡張されたのは1941年頃か

らである｡その後栽培fb'敬は急速に増加しているoバ

レイレ9の生態から神秘の気候条件は,次の 作型が考

えられるbすなわち秋作,冬作,春作の 3周作が 可能

である｡従来北海道および長野県の高冷地産 夏作いも

が供用され冬作が行なわれていたが,政柄の被膏がいち

じるしく集塵は不安定であった｡近年長崎県産のタチバ

チ,グyゼyの2品擬がZyg入きれ,秋作が行なわれるよ

うになり生盛はいちじるしくWnJ上されたが､秋作はしば

しばrJ-Vt私と乾燥跡こ淵過し,戚いもの腐敗を招 き不発芽

の現役をおこす勘合がある｡巧者等はバレイVヨ作を改

伸し脂姓の'5'jk化馴 まかる目的で,バL/1Vヨ採長 くい

ち)Fr鮒こついて拭敬研兜を行なって来た｡本試験研究

はよとして.琉球戯灘,-W威嚇園芸係個場 (泥灰岩土壌)

同じくコザ文協 (珊榔石灰岩土脚 においてなされた｡

IW鞠総統馴｣凧用の変選があり不棚の点が多いが一応 と

り沌とめ轍門し,軌郎紺 の即日噂をたまわ りたい と魁

う次邪であるbJhJ.拭軸をLFrjするにあたf),格別の助言

将碍と便宜をはかっていただき絶えず激励して下さった

前琉球塊業試験場長下地幸一氏並びに諸調査に協力され

た当場園芸麻職乱 病理昆虫研兜室長永山技師外各位に

対しては深く感謝の題を衷する.0

.1･パレイショの継続採種が後代生育

および収量に及ぼす影響について

自家採観により栽培を行なっている地方として神奈川

県三浦車偽では, オソバ超と称し古くから早掘 り用に

利掲されているといわれている｡従来バレ11V ヨの退化

弟1表 A･1953年度-1957年度 5カ年平均貯蔵成頓

現象には病気 ことに Virus病が関係していることはよ

く知 られている｡川上 (1950)等は種いもの生理的関雫

もまた,各地における退化の大 きな原因をなしていると

し,聞髄 となる退化は収畳 と熟欄であるとしている｡

適令願を過 ぎた種い もを植えると茎 数 が多くな り,

小い もが多く,熟期は 早まるが収量が いちじるしくお

ちると されている｡そして 退化の防ぎ方 と して,岩手

県におこるような早生化型の退化を防ぐ例 として種いも

の生活の開始をおくらして移入種の種い もの月令に同調

する方法をとらねばならないとしている｡筆者罫は沖縄

の秋作産種いもを次代秋作まで約 7- 8カ月間 貯 蔵 し

て,その生産性および種い も価値について検討した｡自

家採柾を継続する場合第 1年次,第 2年次 と世代を重ね

ていく場合について,薩い もの生産性を知る目的で試験

を実施 した結果かな り実用性が認め られた｡

1.試 験 の 方 法

本試験は 1953-195.7年度の 5カ年闇, 試験継 統 し

た｡ 1年 自給魔は⊥955年秋北海道か ら輸入 し,秋作 1作

して貯蔵自給された もの, 2年自給種は1954年北海道か

ら輸入 され 3作臥 3年 自給種は 4作目,5年 自給種は 6

作目である｡いずれ も⊥ユ月上旬に植え付けて2月に収稽

し,常温で室内に浴光緑化して貯蔵 したものである｡種

いもは特殊に 採種観壇を 行なわず普通栽培碓場で 極強

度のウイルス 醍病株を除きタ摘監健全 と思われ る株を髄

り取 り, 1個60･-aOg程度の丸い もを選んで貯蔵した｡

貯蔵申鼠賓による囲放い も等を取 り除 き,発生芽数が特

に多い種いもは頂芽 1- 2とし他の芽 は 除いた｡畦儀

60cmt挟間30m3こ丸いも (切断せず) 1個ずつ植え付け,

追肥管理は:防収生育を促進するよう早目に行なったOそ

の他の管理は督通栽培に準じて行なったO試験区の構成

は 1区0.1アール , 4ブロック制で乱塊法を用いT=｡

2.試 験 結 果
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第 3図 :塵全株とVirulS肩曜病棟の生育藍並びに減収率
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注 :減収率は蝕全株収盛100に対する催病棟の減 収

削合を示す｡

確いもは北海避座で軟の 晩朋作または 冬作として 親桝

郎 1た｡しかして,収機胤 よ3月申下旬であり,商船和

いもを利用する場合,貯蔵脱閲が長いということが問牒

点になるが,戯家の艇允にわいて脚易な方法として桁光

下における壷内常温貯横紙によr)検附してみた.第 1斑

に見られるように,1953年から1957年までSがri.臥 貯

蔵 した成桃によると平均貯蔵日数210日 (7カ月) で抑

い もの親切平均260/Oで個数減は少ないo城鰍 まネズミの

食建およびゴキプ9の食醤等に止る腐批ならび着こ乾邸柄

い もが禽まれ るが雌かであった｡名挑､も肝臓にあたって

は盛申よく地線の射す盤内で軍備 (木製).に入れて貯威

し,休眠明けが5月上旬になるのでその頃は塊分蒋馴 こ

広げて,.光線を充分に当て,柑化をはかりた.遼碑植え

付け直前まで芽数の･多いのは早緋 こ掻き取り越いもL佃

に 1･- 2芽の強大な芽を沸すので威いEBの外観は艇が少

な く9滴芽は太 く短いので舷え付けぎこ際してはirJJ等充搾

はなかっ7=｡光がパレイ,Vヨ塊茎の舶芽仲尾を抑制する

効果があることはよく知られているD弟 1滋 B によれ

ば,男蔚い もで自家採種を継投する場合について,生育

および収魔に及ぼす彫闇魯調べて見ると盤塵力はIFd激に

19

低下しないことが見られるO分散分析の検定結果では自

給年次の異なる種の生産力において収塁差の有意性は見

られないO年次が古くなるに従っていくらか収塁が減る

傾向が見られるが,この場合には特別に採種栽培を行な

っていないため,Virusの濃度による減収要関が関与し

ていると駕えられる｡巻菓柄は縛めて少ないが,調査株

数216につき調査して見ると1嘩削唐様いもでX,YVims

複合が9･.30/0,2年自給唾いもが23D/0,3年倉給様いもが

17･1%,5年自給蛙いも23.20/oとなっている｡生育盛も漸

減の傾向で小さくなっていることが認められるO欝 2袈

唐絵種いもと輸入柾いも (その年度に北海道から輸入さ

れた)の比較について,白紙種いもは67日掛りで15%減収

で上いも歩合について70/o減っている｡81日で7%減で

上いも歩合で50/0,輸入種いもより減収となっ･ているO

更に自給種いもの生育相は茎数が多く.なり,締生と早熟

が生理的退化の軌といわれており,漸生の醇轡を除く牙

撒き区と放任区別二捌攻して見る･といちじるしく増収する

ことが認められている｡節 2表 (C,D)すなわち金収

盛は放任区100に対して芽撒き区は167で上いも収盛比

はiOO:175で基の効果は大きいO乗りこ収LuFiの偶成比率を

見ると止い も歩合は放任区個数73D/0,≡別糞を区97C/Oで認

EIL:は放任区870/Q,新 訳き区90D/Oとなっており,自給綴い

も利用親機における様いも貯職中糾え付けまでにおける

劉敢き管勤 ま増収手段の一つとして有)Jな方法であるこ

とがわかる｡

つぎに白紙和いも奇利rllする勘合.大形のいもを長刷

別働 威した池化いもを肋 捗の射 II･忙 切断して購え仰 す

ると腐激が多く.飛騨不止別1伯 t,ますます槻収になりか

ねないので,やや榊淳の丸いも利払川｣することが,締消

的に有刺であると裾見 られるので.茄3磁OL)rl船脚 .､も

の大患さと蝿魔性魯廠射したOこれに.たると.かなり小

形い 屯でも鐘.迎ノ畑哨 いことがうかがわれる@しかし和

いもが臓戯忙/Jrl･形になると増脚 糾蕊llll上するが加､も脚

倉および収盛が激減する吋相性が鞠 ､O脚 ､もa)大飯さ

と上いも帆〔iu七をLLLると38gLi100に射し.ヨoglA83,26

g炭7lu23g鑑66,19･g荘6Lとな研削 ､もが相成に小膨

化すると収鼠がいちu,るL,く朗る愉[-lil),'ある杓創 文級に

ついて分散舟抑 こよる焼産紡鵜では38･g紬 ､も区と30g

広間捌 ま性%の有虚水郷で鼻が認められ,26g,239,19

g区との軌 乙はID/O水郷でJf慮な 収Hu号が Ⅷめられて

いる｡すなわち節いもの人数削よ小潮 はする として も

30g程度劇取成とした方がイ欄月であろうと凋見られるb

Vim､9の舵嫡邸についても,26gは以下の小いもに糾 ､

て, 商い傾向を承している (第 2回)｡ 躍3腰 紐全株

(外観上機会と軸超されるもの)と椛捕椀a)蛙rff劉転び
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に収品について調べた紹果によると健全株と揮病●株の生

育虫の差が大きいものと小さいものがみられるが Vims

粒度 の菱によるものであるかと推祭きれる｡減収率 に

ついても同様,60%を上下しており,かなり高いことが

うかがわれる｡その傾向は Virus治産と関連があると

考えられるが, この調査では明らかでない｡

3. 考 察

1953-195･7年度の5カ年 間 の試験結果から沖縄におけ

るパレ1Vヨ親機忙ついて,男尉種いもの継続採柾と生

座性について検酎してみると急激には低下しないことが

溜められる｡しかしこの場合品種の生態条件を考慮に入

れなければならないと.敵われる.毛如､もは長欄間貯蔵き

れるた軌 休眠)胡問の長い晩生型の品種が実用の可能性

が仰 ､と考えられるO更にこの方法は種いもが長朋間貯

織されるので,石机,もの月令がtL･J'く,初朋生育がいくら

か掛 ､欠点があり,また茎数が多くなり小いもの静生が

多くなる傾向があるので条件の良いは場を選び初期成育

を促IL5'するよう早期追肥町理を行なう必要があると考え

られる01枚等数と胎生いも個数とは相剛 ,'あって,牙

傾き作用をして韻数奇制触すること.により,密生 と 早

軌 跡比の相成をかな･り改薄することが可能である｡珊

郎 JJSべたとおり14,-:はき区の脚収科 ま純く上いもが合が脚

加するO 川rG二更別かE印帆恥 ､もの 退化の型として, 解

とkと1-鳩 をあげ,端数の制腿にJ:り柵生の描静を除き生

榊knJ･rL:め糾ること有職門している｡また輸入奄臥､もに

比倣Lに佃 姐いもは地上榔 (基礎)の繁茂がいくらか劣

るので肥料の増施, 密絶栽培により単位面積当たり生産

盟を柘めることは節者等のこれまでの観察から容易であ

ると考えられる｡

自給起臥､もの大きさについては,腐敗障害を防 ぐ に

は･丸いも (切断しない)を 用いた方が安全 であり,

経済的には小いもの方が有利であるが30g程度を下限と

すべきであろうo 採種栽培における VinユS防除を徹底

することによりその被宵度をいちじるしく減らすことは

FJ一行巨である｡

摘 要

ユ･バL'イVヨ戴機上,生産の安定と収益性を高める

には安価 こして,生産維串の蔵L､宅臥､もの円滑な供

給が主張要課題としてとり上げられるので,男厨の生

産性を向上させる目的から,起臥､も採超の可能性を

検討するため,自給屈いもの生産性について試験を

行なった｡

2.継続成増による自給種いもの生産性について,19

53-1957年の5カ年間輸入柾いもによる栽培を含め

て 6回連続栽培した結果について,生産力は自給年

次 5年でも急激には低下しないことが認められた｡

この場合秋作の晩植または冬作種いもを使用したが

7カ月余の常温貯蔵で種いもの減塁は260/Oで個数演

は少なか った｡上いも重歩合について,輸入 (新い

も)柾いもが900/0.由給種いもが850/Oであったoi

株茎数を制限し密生の影響を除くことによって上い

も歩合が高められる｡

3.感いもは長期間貯蔵きれた月令の芹酌､老化いもが

用いられたので,切断した小切片を植えつけると'

秋作はしばしば高温乾燥期に遭遇して種いもの腐敗

を招く場合が多く丸い もを 用いることが安全で あ

る｡このことから 鍾いもの大きさについて 試験を

行なった｡30-･38g程度の小形い もで比較的生産性

が高いことが認められた｡従来小形い もはVirus病

の羅病いもを採る恐れがあるので,種い もには供用

しない方が安全だといわれているが,Virus株を徹

底して除去することによって,Vimsの汚染程度を

低くし,小いもでもかな り生産性を高め得ることが

認められ†こO上いも重歩合 も30･･-38g程度の大 きさ

では92-･930/oとなった｡増殖率は11倍である｡なお

この場合のⅤもruS病の発生は.200/o【内外であった.
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